
富
山
県
地
域
医
療
構
想
が
策
定

　

２
０
２
５
年
の
必
要
病
床
数

は
、
省
令
で
定
め
ら
れ
た
算
出

式
の
関
係
か
ら
、
一
昨
年
６
月

に
示
さ
れ
た
国
推
計
に
準
じ
、

県
全
体
と
し
て
病
床
数
削
減
の

内
容
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

療
養
病
床
は
、
昨
年
12
月

に
素
案
で
示
さ
れ
て
い
た

２
６
４
８
床
（
本
紙
１
月
号
で

既
報
）
が
そ
の
ま
ま
将
来
必
要

病
床
数
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。「
慢
性
期
機
能
」
に
該

当
す
る
と
さ
れ
る
、
障
害
者
・

難
病
患
者
を
対
象
に
し
た
病
床
、

医
療
療
養
病
床
の
１
と
２
、
介

護
療
養
病
床
を
合
計
し
た
届
出

病
床
数
は
５
４
２
９
床
（
３
月

現
在
）
あ
り
、
現
状
か
ら
51
％

削
減
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

「
介
護
医
療
院
」
の
創
設
法
案

は
国
会
で
審
議
中

　

来
年
３
月
末
で
廃
止
が
予
定

さ
れ
て
い
る
介
護
療
養
病
床
、

及
び
同
時
期
に
設
置
期
限
が
切

れ
る
看
護
職
員
比
率
25
対
１
の

書
籍
紹
介

医
療
療
養
病
床（
医
療
療
養
２
）

に
つ
い
て
は
、
そ
の
受
け
皿
と

し
て
新
た
な
施
設
類
型
「
介
護

医
療
院
」
を
創
設
す
る
法
案
が

現
在
の
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
施
設
基
準
や

報
酬
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障

審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
で

議
論
さ
れ
て
お
り
、
来
年
４
月

の
医
療
・
介
護
同
時
改
定
ま
で

に
ま
と
め
る
見
込
み
で
す
。

　

仮
に
、
介
護
療
養
病
床
や
医

療
療
養
２
の
病
床
が
「
介
護
医

療
院
」
等
新
た
な
施
設
類
型
に

転
換
し
た
場
合
、
地
域
医
療
構

想
上
は
「
在
宅
医
療
等
」
に
該

当
す
る
こ
と
に
な
り
、
機
能
・

実
態
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は

な
く
て
も
名
目
上
は
病
床
が
削

減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
在
宅
医
療
等
」
の
医
療
需

要
に
つ
い
て
、
構
想
で
は
県
全

体
で
13
年
時
の
１
万
１
０
２
１

人
か
ら
４
６
９
２
人
増
の

１
万
５
７
１
３
人
と
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
現
在
の
介
護
療

養
病
床
や
医
療
療
養
２
の
病
床

が
「
介
護
医
療
院
」
等
の
新
た

現　状

「慢性期機能と在宅医療等」現状と将来必要量推計

な
施
設
類
型
に
移
行
す
る
分
を

差
し
引
き
、
新
た
に
「
在
宅
医

療
等
」
で
対
応
す
る
患
者
は

約
１
８
０
０
人
と
し
て
い
ま

す
（
14
年
病
床
機
能
報
告
の
結

果
と
の
比
較
。
今
年
３
月
現
在

の
届
出
状
況
で
比
較
す
る
と
約

１
９
０
０
人
（
左
グ
ラ
フ
参

「
介
護
医
療
院
」
転
換
で
名
目
上
の
病
床
削
減

慢
性
期
・
在
宅
医
療
等
の
将
来
必
要
量

富
山
、
高
岡
で
県
全
体
を
上
回
る
伸
び

療養病床

照
））。

　
「
慢
性
期
機
能
」
と
「
在
宅

医
療
等
」
の
現
状
と
将
来
推
計

に
つ
い
て
、
県
全
体
と
各
医
療

圏
の
状
況
を
ま
と
め
た
の
が
左

の
グ
ラ
フ
で
す
。

医
療
圏
で
地
域
差
、
将
来
の
人

口
変
動
が
影
響
か

　

県
全
体
で
は
現
状
か
ら
12
％

増
の
推
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

富
山
医
療
圏
は
14
％
増
、
高
岡

医
療
圏
は
18
％
増
と
県
全
体
の

伸
び
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、

新
川
医
療
圏
は
５
％
増
、
砺
波

医
療
圏
は
±
０
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
25
年
ま
で
の

人
口
変
動
が
影
響
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
と
福
祉
改
革

二
木　

立
著

在宅医療等
15,713

慢性期
2,648

在宅医療等
11,021

1,787

1,003

2,056

 在宅医療等

 介護療養

 医療療養２

 医療療養１

 障害・難病

2025年推計

「2025年推計」の数字は、富山県地域医療構想より。
「現状」のうち、在宅医療等は2013年の医療需要（県調査）より。他の４区
分は2017年３月現在の厚生局への届出状況等より協会が集計。

富山県全体

16,450

18,361

新川医療圏

療養１

287
療２

172

介護

292 在宅医療等 1,429

現　状

2,232

慢性期

403 在宅医療等 1,938

2025年推計

2,341

富山医療圏

障害・難病 

395
療養１

1,067
療養2

509
介護療養

891
  在宅医療等
 4,874

現　状

7,736

慢性期 1,374 在宅医療等 7,438

2025年推計

8,812

高岡医療圏

療養１

372
療２
144

介護

317 在宅医療等 3,210

現　状

4,079

慢性期

493 在宅医療等 4,318

2025年推計

4,811

砺波医療圏

療養１

330
療２

178

介護

287 在宅医療等 1,508

現　状

2,403

慢性期

378 在宅医療等 2,019

2025年推計

2,397

　

２
０
１
５
年
10
月
開
催
の
「
中
小
病
院

を
活
か
す
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
て
講
演

い
た
だ
い
た
二
木
立
氏
の
最
新
刊
で
す
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
以
降
か
ら
、
今
年
２
月

ま
で
に
発
表
さ
れ
た
論
文
が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
内
容
は
、「
第

１
章　

地
域
包
括
ケ
ア
政
策
と
地
域
医
療

構
想
の
展
開
」
に
、
最
近
の
動
向
も
踏
ま

え
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
・

官
邸
が
構
想
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
よ
り
医
療
・
介
護
費
を
削
減
で

き
る
と
期
待
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
、

と
指
摘
す
る
一
方
、
厚
生
労
働
省
が
構
想

は
病
床
削
減
を
目
的
と
し
て
い
な
い
と
言

う
よ
う
に
、
構
想
を
推
進
し
て
も
必
要
病

床
数
の
大
幅
削
減
は
困
難
と
し
て
、
そ
の

理
由
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
序
章　

今
後
の
超
高
齢
・
少
子
社
会

を
複
眼
的
に
考
え
る
」
で
は
、
人
口
が
高

齢
化
し
て
少
子
化
が
進
ん
で
も
社
会
の
レ

ベ
ル
で
の
扶
養
負
担
は
変
わ
ら
な
い
、
日

本
は
「
高
医
療
費
国
」
と
は
言
え
な
い
等
、

今
後
の
日
本
社
会
の
在
り
方
を
考
え
る
上

で
前
提
と
な
る
指
標
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
書
で
著
者
が
一
番
読
ん
で
ほ
し
い

と
訴
え
て
い
る
章
で
す
。　
　
（
編
集
部
）
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２
０
２
５
年
の
医
療
需
要
と
病
床
の
必
要
量
を
示
す
県
の

地
域
医
療
構
想
が
３
月
末
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
療
養
病
床

数
に
つ
い
て
は
現
状
か
ら
半
減
す
る
と
し
た
内
容
で
す
が
、

構
想
に
お
い
て
一
体
的
に
推
計
す
る
と
さ
れ
て
い
る
「
慢
性

期
機
能
と
在
宅
医
療
等
」
の
県
内
の
現
状
と
将
来
推
計
を
比

較
し
ま
し
た
。 介

護
療
養
病
床
等
の
転
換
見
込
む

介護医療院？
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